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●はじめに
本学一般教養の体育実技では、出身地、年齢、性、運動経験、生活状況、興味志向等、様々な
背景をもつ学生が一堂に会して運動を行う。新入生は入学時、いくつかある実技種目の中から、
先着順と抽選を混じえた方式により種目を選択する。
体育実技「リズム運動」の授業計画に際しては、種目の性格上、とくに、受講生の男女比、年
齢構成、ダンス系種目の経験・知識・関心度を把握しておきたいものと、例年授業開始時に、受
講生による「調査票記入」（記述方式）を実施してきた。質問内容は、大きく分けて次のとおり
である。項目は、年度により多少の変動がある。
・本学施行の体力測定を受けての感想。
・学校の場でのスポーツ、ダンス経験。
・学校以外でのスポーツ、ダンス経験。
・観るのが好きなスポーツ、ダンスと、その理由。
・これから経験してみたいスポーツ、ダンスと、その理由。
・生涯スポーツとして継続したいスポーツ、ダンスと、その理由。
・授業に期待するもの。
・大学一般教養科目としての体育についての見解。
・その他、当種目選択の理由、心身の健康状態、食事内容、等。
調査の実施期間は1968年から1999年であるが、今回は1978～1999年の範囲で、その経時的推移
等も明らかにし、改めて授業への参考にしたいと考えた。
対象は、法学部（法律・政治)、経済学部（経済・商業)、社会学部（応用経済・社会政策)、
文学部（英文・日文・教育）の「第二部体育実技通年コース」受講生である。通例、－年に180
名程で、再履修者（２，３年生）も一部含まれる。比較にあたっては、なるべく、同様なクラス
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構成、質問項目であるよう抽出した。
なお、1999年新設の「人間環境学部」生のアウトラインについても、対象者数は少なかったが、
最後につけ加えた。
文中①②③…の字体は順位を表す。
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【経時的に観たスポーツ、ダンスへの関心】
1978,1986,1994年を中心に、回答のあった種目に依り関心の推移を観察してみた。
1．観るのが好きなスポーツ、体験したいスポーツ
1978（昭和53）年
①野球、②テニス、③バレー、④武道系、⑤アメフト⑥サッカー、⑦バスケット、⑧雪の
スポーツ、⑨バドミントン、⑩⑪⑫ラグビー、体操系、氷のスポーツ、⑬⑭⑮ゴルフ、卓球、
ダンス系、
1986（昭和61）年
①テニス、②野球、③ラグビー、④サッカー、⑤バレー、⑥海のスポーツ、⑦雪のスポーツ、
⑧アメフト、⑨ゴルフ、⑩体操系、⑪マーシャル系、⑫氷のスポーツ、⑬ダンス系、⑭武道
系、⑮⑯バスケ、空のスポーツ
1994（平成６）年
①野球、②サッカー、③海のスポーツ、④武道系、⑤テニス、⑥雪のスポーツ、⑦マーシャ
ル系、⑧⑨⑩バレー、バスケット、ゴルフ、⑪⑫氷のスポーツ、ラグビー、⑬アメフト、⑭
空のスポーツ、⑮水泳、
１９７８，８６，９４年を経時的に観ると、海・雪・空のスポーツとサッカーは逐次Ⅱ頂位を上げて
いる。サーフィン、ダイビング（スキューバ、スカイ、スキン)、グライダー、スノポー等
の人気上昇による。逆は、アメフト、バレー、バドミントンである。ラグビーは、８６年はサ
ッカーより上回ったのに（90年に同順位となり)、９４年には大きく後退している。サッカーブ
ームの影響であろうか。（99年頃になると「歩く」「走る」「健康運動系」等が順位を上げて
くる｡）
武道系には、空手、柔道、少林寺等、東洋系の種目が含まれている。マーシャル系（プロ
レス等）の中では、ボクシングが際立って多い。
2．観たことのあるダンス、体験したダンス
1978（昭和53）年
①フォークダンス、②社交ダンス、③創作、④ディスコ、⑤盆踊り、⑥バレエ、⑦日舞、⑧
⑨⑩タップダンス、スペイン舞踊、ミュージカル、
1986（昭和61）年
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①フォークダンス、②バレエ、③ディスコ、④盆踊り、⑤創作、⑥ジャズダンス、⑦エアロビ、
⑧社交ダンス、⑨日舞、⑩ニューダンス、
1994（平成６）年
①ニューダンス、②盆踊り、③④エアロピ、ディスコ、⑤バレエ、⑥社交ダンス、⑦フォー
クダンス、③ジャズダンス、⑨日舞、⑩タップダンス
７８年では､ダンスを自分には縁がないものと、思いこんでいる学生も多く、“ダンスを観た'，
と認識する機会が少ない。“体験'，する機会は、ほとんど、学校の授業・ＨＲ・行事､Ｉある
いは夏祭りとなる。フォークダンスでは「オクラホマ」が最も多い。
８０年代に入ると、いわゆるダンス映画がヒットし、ダンスファンでなくとも観る機会が増
えてくる。「ホワイトナイツ」「フラッシュダンス」「ウエストサイド・ストーリー」「フット
ルース」等に衝撃を受け、‘`感動'，“凄い”“ぶつとんだ'’㈹素敵”‘`踊るシーンが印象的”と
いった感想が述べられている。
９４年になると、挙がってくるダンス名、ダンサー名、リズムの種類、が多彩となる。学生
は観たものを“ああ言う風に恰好よく踊りたい'，と、我が身に一層近づけて受けとっている。
目につく語は、ユーロ、ダンス甲子園、ハウス（少し変容したいわば最近のディスコ)、ハ
マー、カズダンス（サッカーで三油選手が得点時に行ったジェスチュア)、サンバカーニバ
ル、Ｍ・ジャクソン「スリラー｣、ジョルジュ・ドン「ボレロ｣、「オペラ座のI至人」し・ミ
ゼラブル」「コーラスライン」等である。他では、フォークダンスの後退が注目される。
「ニューダンス」には、ヒップホップ、ストリート等最新流行のものが含まれている。
【＜法学部・経済学部クラス＞とく社会学部・文学部クラス＞の比較】
クラスによる違いがあるものか、考察してみた。1980,86,94年平均で、前者は男81％、女19％と
男子学生が多く、後者は、男55％、女45％である。
1．これまでのスポーツ体験（学校、学校外を含む）
１９８０（昭和55）年く法学部・経済学部クラス＞
①野球、②③バレー、サッカー、④⑤テニス、卓球、⑥柔道、⑦⑧剣道、バスケット、⑨⑩
⑪体操、走る、水泳、
１９８０（昭和55）年く社会学部・文学部クラス＞
①バレー、②野球、③テニス、④バスケット、⑤サッカー、⑥⑦⑧卓球、水泳、走る、⑨⑩
ハンドボール、体操、⑪陸上、
授業か部活かの比率は、どちらのクラスも５：３程度。柔道、剣道は前者のクラスのみ、
卓球、ハンドボールは後者のクラスのみに挙がっている。「走る」には、マラソン、ジョギン
グが含まれている。
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2．これから体験してみたいスポーツ
1986（昭和61）年く法学部・経済学部クラス＞
①テニス、②海のスポーツ、③雪のスポーツ、④ゴルフ、⑤⑥サッカー、空のスポーツ、⑦
⑧⑨ラグビー、バレー、車のスポーツ、⑩⑪⑫⑬卓球、水泳、野球、ダンス系、
1986（昭和61）年く社会学部・文学部クラス＞
①テニス、②雪のスポーツ、③海のスポーツ、④水泳、⑤武道系、⑥ゴルフ、⑦③空のスポ
ーツ、ダンス系、⑨登山、⑩⑪⑫野球、アイススケート、馬のスポーツ、
テニスは両クラスで人気ナンバーワン。両クラスで差があるのは、サッカー、登山等。車
のスポーツは、「観るのが好きなスポーツ」（紹介略）でもく法学部・経済学部クラス＞のみ
に登場している。
3．授業への期待
1980（昭和55）年く法学部・経済学部クラス＞
“選択肢の中に受講したい極目がなかった'，とか、あっても“受講が叶わなかった'，とし
て、リズム系運動に戸迷いを感じる者はこのクラスの方が多い。ダンス系で希望に挙がった
のは、社交ダンス、フォークダンス、ディスコのⅡ頂（因みに86年にはディスコ、エアロピ系
の順となる)。
1980（昭和55）年く社会学部・文学部クラス＞
“皆と協力，，“皆で楽しみながら'，と、人間関係を重視する傾向が見られる。‘`音感をよく
したい”“心の健康”もある一方、“従来どおりでよい”‘`任せる'’との傾向もやや多い。グ
ループで楽しみながら真面目に色々なものを経験したい、という最大公約数的像が浮かぶ。
ダンス系の希望順は前者と同じである（因みに86年にはエアロピ系、社交ダンスの１１頂となる)。
1994（平成６）年く法学部・経済学部クラス＞
リズム系運動の経験が少ないためか、男子学生は“リズム感をつけたい,,が多く、ただし、
“あまりハードでなく、難しくもなく”と願っている。８０年時より親近感は増しているよう
である。希望はディスコを筆頭に、エアロビ系、社交ダンス、民舞。
1994（平成６）年く社会学部・文学部クラス＞
‘`運動不足やストレスの解消'，に代表されるが、身体のみでなく、“心のリフレッシュ，’
も得たいという状況が窺える。校舎間の移動もあり、授業開始・終了の時間も気にしている。
ディスコ志向がくっきりとしており、その他は社交ダンス、民舞、フォークダンス、エアロ
ピ系等。
ディスコやエアロピ系の台頭は、クラスの差より、時代の流れの影響が強かった訳であろ
うか。“楽しさ'，を期待する志向にはクラスの差はみられない。
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【＜男子学生＞とく女子学生＞に観る相違】
男子学生と女子学生では、経験や関心の相違がどの程度表れるものか、1996年度について考察し
てみた。対象者数の比率は男３：女２である。
1．観るのが好きなスポーツ
＜男＞①野球、②サッカー、③バスケット、④ラグビー、⑤⑥⑦バレー、空手、ボクシング、
⑧車のスポーツ、⑨テニス、
＜女＞①野球、②サッカー、③バレー、④バスケット、⑤⑥ラグビー、相撲、⑦⑧フィギュア、
テニス、⑨水泳、
上位二種目には男女差が見られず、それ以下の種目に差が見られた。女子学生の場合、“家
族の影響で、一緒に観ていて好きになった'’者が多い。
2．これから経験してみたいスポーツ
＜男＞①②③テニス、ダンス、海のスポーツ、④⑤⑥雪のスポーツ、ゴルフ、サッカー、⑦ボ
クシング、⑧アメフト他
く女＞①雪のスポーツ、②③ゴルフ、テニス、④空のスポーツ、⑤海のスポーツ、⑥⑦⑧ラク
ロス、球技、ダンス、
男子学生の高い順位にダンスが入っているのが注目に値した。‘`未知のスポーツ,,として興
味を感じている面があるのであろう。但し、生涯スポーツとして続けたい程の確信までには至
っていない（次の３，参照)。
3．生涯スポーツにしたいもの
く男＞①野球、②バスケット、③サッカー、④走る、⑤⑥テニス、スキー、⑦⑧⑨水泳、歩く、
ダンス、
＜女＞①テニス、②水泳、③④歩く、ダンス、⑤スキー、⑥⑦③エアロビ、バレー、ダンペル、
男子学生では、上位三種目は「観るのが好きなスポーツ」とほぼ連動しているが、女子学生
では、観るとやるとは大きく違っていて、継続しやすく健康やダイエットをも意識しての種目
が並んでいる。
そんな中で、テニスは男女共１，２，３、凡てに挙がってきている。
4．一般教養科目としての体育へのスタンス
＜男＞①運動不足解消、②体力維持の機会、の他、自分の体をよく知る、生涯スポーツの大切
さを学ぶ、自己管理を知る、ストレス解消の場、心身リフレッシュ、等の受け止め方を
している。あまり必要を感じない、との否定的な見解も僅かにあった。
＜女＞①運動不足解消、②体力向上、健康維持の機会、の他、勉強と体のバランス、他人との
交流、友人をつくる、健やかな精神保持、等の受け止め方をしている。否定的見解はな
かったが、“不明'，回答が１０％近くあった。
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５．知っているダンスの種類
く男＞①社交、②フォークⅥ③④ジャズ、バレエ、⑤⑥⑦タップ、プレイク、コサック、⑧⑨
⑩⑪⑫バラバラ、エアロピ、ランバダ、フラメンコ、リンポー、⑬盆踊り、
＜女＞①社交、②フォーク、③バレエ、④ジャズ、⑤⑥⑦創作、エアロピ、モダン、⑧日舞、
⑨⑩盆踊り、タップ、⑪⑫⑬コサック、フラ、フラメンコ、
順位だけで見ると似ているようであるが、同じ１１頂位（①なら①）でも、女子学生の方が数は
多く、その内容においても、種類（ジルバとかチャチャチャとか）を多く知っている。
（5.～8.については種目名からくダンス＞の語を省略）
6．観たことのあるダンス
＜男＞①②フォーク、盆踊り、③エアロビ、④社交、⑤ディスコ、⑥バラバラ、⑦ブレイク、
③⑨⑩ヒップホップ、ジャズ、バレエ、⑪⑫タップ、ランバダ、
＜女＞①バレエ、②盆踊り、③フォーク、④社交、⑤創作、⑥⑦エアロビ、スペイン舞踊、⑧
ミュージカル、⑨日舞、⑩⑪⑫ジャズ、ディスコ、リンポー、
バレエや日舞を“観る，'経験は、本人・友人・姉妹が習っていることによる切っ掛けが多い。
人気のTRF、安室、ジョン・トラポルタは両方に挙がっている。
7．体験したことのあるダンス
＜男＞①フォーク、②盆踊り、③④学校ダンス、ディスコ、⑤⑥ミュージカル、クラブ（とく
にクラブ・ミュージックを流すディスコ)、
＜女＞①創作､②フォーク、③盆踊り、④ジャズ､⑤バレエ、⑥⑦⑧社交、エアロピ､学校ダンス、
女子学生は学校教育で創作ダンスを経験するので、その差がはっきり出ている。学校外での
体験も、より多様である。
8．これから体験してみたいダンス
＜男＞①②③エアロピ、社交、ジャズ、④⑤モダン、タップ、⑥⑦コサック、バレエ、
＜女＞①エアロピ、②社交、③タップ、④⑤⑥ディスコ、ジャズ、日舞、⑦⑧⑨⑩ユーロピー
ト系、モダン、バレエ、フラメンコ、
“今流行'，ということと“健康やスタイルによい，，というイメージで、「エアロピ」「社交」
が男女共に上位を占めている。女子学生の希望種目にはバラエティがある。
9．授業への期待
く男＞“楽しく，，という期待が群を抜いて多い。体を動かす好機ではあるが、運動量としては
“あまり疲れぬよう'，と希望している。他に‘`リズム感をつけたい'’‘`,慣れてないので
ゆっくり進めて欲しい，，‘`社会で役に立つダンスを”“○○がやってるようなダンスを，，
“ダンスの醍醐味を教えて，'等。
＜女＞‘`楽しさ，，への期待が多いのは男子学生と同じである。“しっかり体を動かしたい'’者
より“あまりハードでなく，，とする者の方が多い。学校その他である程度の経験は経て
きているが、さらに“色々なダンス',を経験しようという傾向が窺われる。リラクセー
ションやダイエットへの期待も強い。
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【｢一般教養としての体育」へのスタンス】
記述のあった回答からの考察である。無答も相当数あった。
1J１９９０（平成２）年度く法学部・経済学部クラス＞
“運動不足，'故に「必要を感じる」とする回答が圧倒的に多く約70％で、この中には“未経験
のスポーツができてよい'，“友人と交流”‘`高校と違い一科目一種目がよい'，という回答もある。
「中立的回答」と「必要なし」はそれぞれ10％、２０％。あってもよいが、種目の選択肢をもっと
多く''``サークルに入っているから''“体力増強には少し不足”等も見られた。
2．１９９３（平成５）年度く社会学部・文学部クラス＞
“自分の体を知る為”“運動不足を解消する機会',‘`凄く嬉しい,,“実技は自分の健康の為、講
義は自分の健康管理のため'，と受け止める他、“体を動かすことは生きて行くこと,，‘`頭だけでは
バランスとれぬ''‘`リフレッシュ，,等、人間をホリスティックに捉らえた見方が目立った。“生涯
の健康維持に役立ちそうなもの”“生涯スポーツをみつける参考に”との期待もある。
肯定的回答が圧倒的に多いが（90％)、少数回答として‘`卒業の為の必要単位',“なぜあるか判
らぬ，,“必要ない,，というものがあった。
3．１９９５（平成７）年度く法学部・経済学部クラス＞
「肯定的回答」７７％、「中立的回答」15%、「否定的回答」８％といった比率であった。圧倒的
多数の者が、運動する機会の減少に危機感を抱いている。積極的な意見では“もっとあった方が
よい''``週二回''“四年までやりたい''者もいた。一方、疲労とか帰宅時間（遠距離通学生）の為
“最終時限（21時40分終了）の体育はつらい”とする者もいた。
【1997（平成９）年度生のアウトライン】
最近の学生の体育観、スポーツ観等を観るため、1997年度生を例に紹介してみる。男女ほぼ同数
であった。
1．体力測定を受けての感想
相当数の者が、“体力の低下”“運動不足'，を痛感している。とくに浪人生活、下宿生活を経て
きた者は生活パターンの乱れを深刻に受けとめている。例年の測定現場でも感じてきたことであ
るが､.「伏臥上体そらし」で腰背部の痛みを訴えていた者の存在に加え、最近は「立位体前屈」
で膝裏、肋骨周辺の痛みを感じる者が増加している。
なお‘`思ったより低下していない',“向上した，,とする者も、多少は存在する。
因みに'999年度く法学部・経済学部クラス＞の結果を添えると、“体力低下、筋肉痛、疲労'，
等マイナス的感想を述べた者は60％強、“まあまあ',と中間的感想の者は30％、‘`バイトで維持で
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きていた”等、体力維持に一応の満足感をもった者は10％に満たなかった。
2．観るのが好きなスポーツ
①野球、②サッカー、③バレー、④バスケット、⑤スケート、⑥⑦テニス、ラグビー、⑧⑨アメ
フト、プロレス、⑩⑪ボクシング、武道系、⑫⑬⑭⑮⑯水泳、雪のスポーツ、走る、体操、車の
ｽﾎﾟｰﾂ､ 
好きな理由に、“燃えるから，，“一瞬の駆け引きが面白い”といった種目特有の魅力の他、“応
援する球団・選手の存在”を挙げる者が多い。“'二1分もやっているから”という理由と、‘'自分で
はできないけど（から)'，という理由が共存している。それにしても、永続する野球人気は、注
目に値する。
3．これから体験してみたいスポーツ
①雪のスポーツ、②海のスポーツ、③水泳、④武道系、⑤空のスポーツ、⑥ゴルフ、⑦ダンス系、
⑧⑨野球、テニス、⑩⑪⑫⑬⑭⑮、ラクロス､バドミントン、走る、スカッシュ、車のスポーツ、
スケート、
アウトドアでのレジャー系スポーツの人気が強く感じられる。“未経験なので,，“面白そう',と
いう理由が優勢である。海のスポーツは２，４にはなく、ここにだけ（それも高順位）出ている。
4．生涯スポーツにしたいスポーツ
①水泳、②③テニス、野球、④⑤ダンス系、サッカー、⑥走る、⑦歩く、⑧⑨バレー、雪のスポ
ーツ、⑩⑪バドミントン、卓球、
生涯スポーツにしたいとなると、現実を考えるせいか、少数に絞られてくる。それこそ海のも
のとも山のものとも判らない種目は、生涯スポーツとして挙げにくいであろう。
5．これまでに観たダンス
①社交ダンス、②盆踊り、③バレエ、④ニューダンス可⑤ジャズダンス、⑥⑦エアロピ、タップ
ダンス、⑧⑨日舞、フォークダンス、⑩創作ダンス、
映画名では「ShallWeダンス？」が優勢を占め、他は「Kyoko」「ウエストサイド・ストーリ
ー」「フラッシュダンス｣、ビデオの「ダンシングヒーロー｣、「コーラスライン」「キャッツ」、
）ＴＶでは「ウリナリ」「ダンス甲子園」「武富士（ＣＭ)」「スコーン（ＣＭ)」等が挙がっている。
その他メディアは不明だが、TRF、安室、ＺＯＯ等、当節人気のタレントやグループ名が登場して
いる。
6．これまでに体験したダンス
①フォークダンス〈②盆踊り、③ニューダンス、④エアロピ、⑤体操系、⑥バレエ、⑦ジャズダ
ンス、⑧社交ダンス、⑨パトントワーリング、
①②③が圧倒的に多い。①②は学校教育の場での体験、③はクラブやハウスで仲間との体験に
よる場合が多い。
7．これから体験してみたいダンス
①社交ダンス、②③ニューダンス、フォークダンス、④⑤バレエ、ジャズダンス、⑥⑦⑧⑨タッ
プダンス、モダンダンス、格闘系ダンス（合、カポエイラ)、フラメンコ、
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動機を、上記５，の“映画や公演を観て”とするものが見受けられる。Ｍ・ジャクソン、ＳＡＭ、
熊川哲也等、人気男性ダンサーの影響も見逃せないと思える（｢知っているダンサー名」にも頻
出する)。また、クラス構成員が若年のせいか、健康上・運動上の理由というより“その場で困
らぬように，,“流行っているから”という心理状態に大きく左右されている。このことは、この
年より後に、ゲームセンターの「ダンス・レボリューション」を体験した者・したい者が複数出
現することからも判る（未発表資料)。
8．授業への期待
表現は様々であるが、“楽しく”と希望する者が圧倒的に多く、この傾向は２，３０年に亘り、
不変である。体育や部活に付き物とされる競争、忍耐、鍛練といったイメージを学生はすでに忌
避し、文部省提唱の「楽しい体育」「ゆとりの体育」を早くから先取りしたようなスタンスでい
る。
体育実技を僅かな運動の機会と捉らえ、健康維持、ストレス解消、リズム感養成、柔軟性向上、
ダイエット効果、を期待する一方､“あまり激しい動き”は歓迎したくない模様である。第二部生
なりの“翌日の仕事に差し支えると困るので'，という事情の者もある。“家でも継続できるよう
なものを，，と、今後への実用性を期待する声も見逃せない。
具体的に名指されたものとしてはダンス系が多く、内訳は社交ダンスが最多、次いでフォーク
ダンス、エアロピ、ディスコ、盆踊りが横並びである。エアロピは“健康的，'“痩せるかも'’と
いうイメージを強く持たれている。ディスコで“恰好よく踊りたい，，と願う者もいる。
他のクラスでもしばしばでてくるのは、体育館との移動や着替えがある為“授業の開始．終了
時刻の余裕,，を希望する者である。
【人間環境学部生のアウトライン】
最後に、1999年初入学の人間環境学部生について、アウトラインを簡単に報告する。
1．年齢構成
１８歳が最も多く約43％で、他は19歳、２０歳、２４歳、２６歳、４５歳、５３歳、５８歳と、幅が広い。殆
どが女性。
2．観るのが好きなもの（健康法、スポーツ、ダンスを含む）
①ダンス系、②バスケット、③フィギュアスケート、④サッカー。以下、車のスポーツ、テニス、
体操系、空手、水泳。
理由には“観ていて楽しい”“迫力”“美，'等、その種目特有の魅力が挙げられている。
3．これから体験してみたいもの（健康法、スポーツ、ダンスを含む）
①②ヨガ、ダンス系、③④⑤⑥空手、体操系、テニス、水泳。以下、呼吸法、アーチェリー、温泉。
理由は“健康への効果を考えて”が多く、また“誰それのように踊りたい”“肥満解消”とい
うものもある。
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4．生涯スポーツとしてやりたいもの（健康法、スポーツ、ダンスを含む）
①テニス、②歩く、③④⑤⑥スキー、水泳、バドミントン、ダンス系。以下、スケート、呼吸法、
合気道、空手、弓道。
‘`加齢も考え'，“自分なりにできる'，“健康的”という理由が多い。「歩く」を挙げた理由に
‘`環境の勉強にもなる'，というものがあった。武道系を望む動機は、“動きがよい',とか“護身'，
が多く、男子学生とは趣を異にする。テニスと武道系の人気が注目された。
5．授業への期待
‘`勝負優劣の体育でなく、楽しさを実感したい''“ダンスができるようになりたい''“週一回の
運動機会として体を動かす，'“健康への期待''等。
■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣'■■■■￣■■￣■■■■■l■■■■■■■■Ⅱ■ｌ■■￣￣￣■■￣￣￣■■--■■￣■■￣￣I■■■■￣■■■￣￣￣■■￣￣■■￣￣■■￣￣’■■￣■■￣￣■■■■■￣￣■■￣■■￣■■■■■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■■■￣ 
●おわりに
体育実技「リズム運動」を受講した第二部学生を対象に、1978～1999年の範囲で、その特性や
志向の推移を考察してみた。
この間、社会も変化し、第二部学生自体も当然、様変わりしてきた。若年化、有職者の減少、
入学動機の変化等である。正職を持ちながら時間をやりくりする者の他、時間の余裕はあるが進
路に迷いつつ日を過す若者や、殆どが１０代20代という中で疎外感を味わいかねない年長者、等が
出現してきている。体育実技も２単位必修からｌ単位必修になった。
社会現象の変化に伴いリズム系運動への抵抗感が減ってきたのは、授業担当者にとっては歓迎
したい現象である。尤もこれは、体育部敬遠、同好会の隆盛、レジャースポーツ志向という傾向
と、ある面同根であるかもしれない。体育へのスタンスでいえば、「リズム運動」自体への期待
もさることながら、運動不足解消の機会と捉えている向きも多い。心的リフレッシュへの期待も
増えている。週１回の運動では決して十分と思えず、また受講が１年間で終わることも考え合せ
ると、生涯スポーツへの動機付け乃至処方として授業内容に配慮する必要性を改めて感じる。
学校教育の変貌（種目の選択制、クラブの扱い、時間数削減、個人差の“尊重''等）による影
響は、何年位のちにどの程度あるものか、掴みがたい。
授業の参考資料を予定とした調査であったため、調査質問項目等には必ずしも一貫性がなく、
項目の分類・集計には苦慮した。この手に余る材料での慣れない執筆に当たり、お茶の水女子大
学名誉教授森下はるみ氏、本学体育主任渡辺政史氏には適切など指導を賜った。慎んで感謝の意
を表させて頂く。
●参考：社会の動向、学校の動向
１９７０高等学校学習指導要領四次改訂。「クラブ活動」が必修。
１９７５仲縄海洋博記念ヨットレースで、小林則子新記録。
ｌ９７５みんなで歩こう全国大会、第一回。
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1977日本初のプロサッカー選手。
1978高等学校学習指導要領五次改訂。「ゆとり」のもと、時数．内容削減。
1978「『フィーバーしてる若者達』再燃したディスコ・ブーム…」（週間朝日）
1978全日本女子柔道選手権大会、第一回。世界大会は80年ニューヨークで。
1979束京国際女子マラソン、国際陸運公認で第一回。
１９８０原宿、竹の子族ブーム。
1980全日本女子サッカー選手権、第一回。
1984全国ウォークラリー大会、第一回。
１９８４日本ジャズダンス協会発足。
l984NHK教養講座ルッツダンス」放映開始。
1985スカイダイビング選手権、国内初。
1986ＮＨＫ趣味識座「新レッツダンス」放l決開始。『ダンスファン』誌創刊。
1987「『走る』より健康的。都会派に静かなブーム。『あまりにも当たり前』のスポーツは「ウォーキング』」
（サンデー毎日）
1987スキューバダイビングと野球審判法の特別授業、京都府のある高校で。
ｌ９８８Ｆｌ日本グランプリ開催。
1988日本幼稚園サッカー大会、第一回。
1988通勤ウォーカー増加。ウォーキング関連書逐次刊行。
1989高等学校学習指導要領六次改訂。「選択」の拡大。
l989NIIK趣味講座「魅惑のステップラテン専科」放映開始。
１９９１日本プロサッカーリーグ発足（'93開幕)。このあおりで、’90代前半は野球ユニホームの縮小傾向続く。
1991大学設置基準改正。一般教養科目としての体育は、従来の必修から、各大学任意の扱いとなる。
1991相撲、若貴ブーム。’95年に向けフィーバー高まる。
1993Ｋ-1グランプリ始まる。
l994NHK趣味百科「エアロビクスをたのしむ」放映開始。
1995この年、サッカーＪリーグ観戦者数、最高。以後、減少。
1995スノーポード、ブーム。ＩＯＣ正式種月に。
l995NHK趣味百科「魅惑のジャズダンス」放映開始。
1990年代半ばから、アイドル＆ダンスミュージックシーン111現。
1996映画「Shallｗｅダンス？」全国公開。『月刊ダンスビュウ』誌が別冊『Shallｗｅダンス？』を刊行。
1996ルッツ・スポーツエアロビック」放|決開始。
1997世界ウォーキングフェスティバル開催、第一|Ⅱｌｏ
ｌ９９７ＮＨＫ趣味悠々「はじめてのダンス」放映開始。
l998文部省調査で「青少年の体力、１０年前より低下」の報告。（朝日新聞他）
1999『マイダイビング』誌、「いま、なぜダイビングなのか？ダイビングは現代病を癒す！」号を刊行。
199912月ある一日のＴＶ番組表に踊る文字｡｢…社交ダンス部最後の猛特訓…｣｢…リズムBaby…」「…踊る珍商
売…」「…踊る警備員…」「…馬のマンボステップ…」「…ダンスパフォーマンス…」「…アクロバットダンス…」
｢…バリ島ケチャ…｣。（ＴＶぴあ）
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